平成28年度事業報告書

平成28年7月1日から平成29年6月30日まで

特定非営利活動法人 カーボンシンク

１　事業実施の方針（昨年度計画書より）
基本的には平成24年度に定めた「５つの方針」に基づきつつ、平成27年度までの３年間の事業成果を踏まえて、新たなテーマ発掘やカーボンシンクの知名度拡大を重視し事業を進めた。
今年度の方針は以下のとおりであった。
方針１：「カーボンシンクが生み出した“つながり”」

過去の活動において、カーボンシンクは多くの事業において、様々な“つながり”を生み出してきた。(下表に整理)ミッションである「低炭素社会の実現」に向けて、さらに多様かつ有効な“つながり”を見出し、事業化を目指す。
表：カーボンシンクが生み出した“つながり”（平成24年度事業計画に加筆）
	事　業
	役割
	ねらい
	具体的な方法
	つないだ内容

	[実施済み]

滋賀県家庭版ESCO事業


	コーディネート
	異分野協働
	金融商品

（IGESが構想）
	「省エネ家電」と「金融機関」

	
	
	新たな役割開発
	診断員研修
	「家庭」と「まちの電器屋さん」

	
	
	経済インセンティブ形成
	診断ツール開発

エコポイント制度参画
	「CO2削減」と「経済メリット」の見える化

	[実施済み]

森林CO2吸収・固定認証
	制度構築
	森林整備促進
	森林CO2吸収認証制度
	「森林整備」と「企業の社会貢献」

	
	
	森林商品普及
	木製品CO2固定認証制度構築
	「地球温暖化防止」と「木製品の機能」

	
	
	購入インセンティブ形成
	Kikitoバンク構築
	「森林で働く人」と「都会で暮らす人」

	[実施済み]

SSBI（滋賀サステイナブルビジネスイニシアチブ）
	コーディネート
	省エネ診断促進
	省エネ診断ネットワーク
	「県内外の技術者」と「県内中小企業」

	
	
	導入計画の検討支援
	CO2削減・省エネガイドブック
	「省エネ技術」と「県内中小企業」

	
	
	新規分野開拓
	環境ビジネス研修会
	「県内中小企業」と「新規分野」

	※[実施済み]

台湾水環境ビジネスコーディネート
	コーディネート
・商品開発
	技術移転による環境技術拡大と海外の地域貢献
	市場調査とビジネスマッチング
	「環境系企業」と「現地政府・企業」

	
	
	
	ワークショップによる意見集約・構想立案支援
	「地域活動組織」と「現地政府」

	
	
	
	ＮＧＯ交流
	「日本のＮＧＯ」と「台湾のＮＧＯ」

	[調査・研究]

もったいない商品
	調査事業
	参画事業者の発掘
	もったいない商品の

可能性調査
	「県内事業者」と「適正技術・中間技術」

	[事業着手]

Mottoエミコロジー
	直営事業
	市民の気づきから行動へ
	情報発信、意見交換、体験の提供、資金賛同等
	「滋賀県民」と「具体的な行動」


※「水環境プロジェクト」実施により新たに加わった内容。
方針２：「新たなテーマへの展開」

「水環境ビジネスの推進」の中心事業であった「台湾プロジェクト」が終了したことにより、当面の間は水環境テーマの事業再開は想定できず、低炭素社会の実現に向けて「水環境」に続く新たなテーマの可能性を探った。
滋賀県内において「低炭素社会の構築」や「海外への展開意欲」を有する可能性のある自治体を対象にヒアリングや提案を進め、テーマを発掘する。
方針３：「新たな活動を見出すこと、知名度を拡大すること」

台湾プロジェクトを経て、自治体の海外展開、現地ニーズに応じた地元企業の技術・商品開発、ＮＧＯ間の交流による低炭素社会の担い手育成など、今後の展開に活用可能な人脈・ノウハウ・スキルを蓄積することができた。これらの資産を生かして、以下の方向で事業を検討し、“誰もが参加しやすい事業”を実施する。
〇海外体験・視察ツアーの企画と実施
〇低炭素貢献型商品・サービスの発掘と販売
方針４：「事務局体制の再構築」

事業の円滑な実施には、事務局体制の再構築が不可欠である。一方で、早期の人材確保は難しいことから、各事業においては、作業の分担や部分委託などによる対応で進めていく。
方針５：「企業会員の獲得」

水環境ビジネス等で関係構築の進む企業を中心に、引き続き、会員獲得を進める。

低炭素社会実現に向けた昨年度までの活動と、今年度の展開の関係を下図に整理する。

（1）「特定非営利活動に係る事業」

「低炭素社会実現に向けた事業の企画立案及び実施」
① 滋賀県内自治体の海外展開等に関する連携形成
低炭素社会づくりや海外展開等について連携自治体を発掘するため調査した。ヒアリング結果を示す。
高島市：現在実施中の民間事業者支援が中心で、環境技術系は対象事業者が不在である。
長浜市：マレーシア、台湾で展開中であり、新規事業は検討していない。
草津市：海外展開を担当可能な課や担当者が不在であり事業実施は困難である。
東近江市：担当窓口（総合政策課）への挨拶に留まる。
現段階では、カーボンシンクと連携して海外展開を実施する自治体は発掘できておらず、引き続いての調査が必要である。
② カーボンシンク・エコツアー事業
ツアーの実施内容（調査やマッチング等）とコスト面が両立するには、相応の参加費が必要となる。対象候補となる参加者について、企画検討した結果、「将来的に販売ルートは作りたいが、まずは視察に行ってみたい。」という企業を募り実施する方向で進めることになった。
③ カーボンシンク・エコショップ事業
低炭素社会の実現に寄与する商品・サービスを、紹介・販売するショップの開設に向けて、商品・サービス調査、販売方法、事業運営などについての検討に着手し、坂本観光協会に対して企画提案を行った。
対象候補：竹林院レストラン（大津市）における壁面棚を活用したもの
④ 「ギフト」プロジェクト　（２０１７年５月２７日理事ミーティング新規提案）
自主事業として実施する事業を新規検討した。「自然からの贈り物」「未来への贈り物」「困っている人たちへの贈り物」「自分への贈り物」「おかげさまの贈り物」の５つで構成する「ギフト・プロジェクト」の検討に着手した。
（参考イメージ）
「自然からの贈り物」地域資源や自然素材等を活用した産物のギフト
「未来への贈り物」子どもたちへのギフト（豊かな自然の継承）
「困っている人たちへの贈り物」災害や途上国へのギフト（支援）
「自分への贈り物」がんばった自分へのギフト（プレゼント）
「おかげさまの贈り物」お世話になった人への感謝のギフト
⑤ 会員への感謝、10周年記念の贈り物　（２０１７年５月２７日理事ミーティング新規提案）
本会の会員が、滋賀県内で活動する自分の好みの団体や組織へ、一定金額の寄付を送ることができる「仕組み」の検討に着手した。本会の１０周年に伴い、活動のあゆみを整理した。
「低炭素社会実現に向けた市民啓発・情報提供」
①　環境トークサロン事業「Mottoエミコロジー ～暮らシンキング！～ 」など
代表理事の帰国をうけて、平成28年度以降の事業の再検討に着手した。
（2）「その他の事業」

「低炭素社会実現に向けた事業の企画立案」
特になし

２　事業の実施に関する事項

（1）特定非営利活動に係る事業

	定款の

事業名
	事　業　内　容
	実施

予定日時
	実施

予定場所
	従事者の予定人数
	受益対象者

の範囲及び

予定人数
	支出

予定額

(千円)
	実施額
（千円）

	低炭素社会実現に向けた事業の企画立案及び実施
	①滋賀県内自治体の海外展開等に関する連携形成
	通期
	滋賀県内
	4名
	滋賀県内の２自治体程度
	0
	0


	
	②カーボンシンク・エコツアー事業
	通期
	海外
	4名
	10名程度
	3,000
	0

	
	③カーボンシンク・エコショップ事業
	通期
	滋賀県内
	３名
	10社程度
	100
	0

	低炭素社会実現に向けた市民啓発・情報提供
	①環境トークサロン事業
	通期


	滋賀県内
	2名
	20名程度
	30
	0


（2）その他の事業

特になし
事業化・商品開発


台湾プロジェクト





もったいない商品


ココイチなど


※企画段階まで





普及・啓発


ＳＳＢＩ


MOTTエミコロジー





しくみ・制度構築


家庭版ESCO


Kikito森林認証





人材発掘・育成


ESCO診断員研修





低炭素社会


実現へ向けた事業展開





CS知名度


事務局基盤





28年度：カーボンシンクショップ





28年度：カーボンシンクツアー








28年度：連携自治体発掘（上記事業のいずれでも）








